
第 12回「車いすと寒さ対策」
　移動の妨げとならないよう、防寒具の選び方を工夫
しています。以前、雨天時に頭から被れる合羽を紹介
しましたが、冬場にもフードがついたポンチョが活躍
します。コート類より生地が薄いぶん、着たままでも
車いすがこぎやすく便利です。車いすの車輪は冬場に素手で回すとかなり冷たいので、外出
するときは手袋をします。以前は滑り止めがついた、長い５本指のものを使っていました
が、こぐ時の滑りやごわつきを和らげるために、滑り止め無しの短いものに替えました。こ
のほか身に着けるものでは、その場で着脱しやすいネックウォーマーも重宝しています。ど
れも冬場に欠かせない必需品です。（小鹿）

　新型コロナウイルスの感染拡大が続いています。経済活動は大幅に停滞し、日常生活にも支障
をきたしています。コロナ禍の前まであったいろいろな国際協力はほとんど止まってしまいまし
た。JICAの海外青年協力隊も全員日本に帰国しています。
　スリランカでNPO活動をしているタランガ　フレンドシップ　グループ(TFG）の活動を思い
出します。
　当時、TFGが行っていた植林事業は、売るとお金になるマホガニーなどの木の苗や、マンゴー
のように実のなる木の苗を農家の庭に植えることです。ひと家族あたり8本くらいを村のすべて
の家に配りました。また、職業訓練も行い、日本から中古のミシンをスリランカに送り、足踏みミシ
ン講座を村の女性が受講する仕組みを作っていました。
　私は2003年8月にTFGのスタディーツアーに参加し、初めてスリランカを訪問しました。この
時、TFG10周年記念事業が実施され、TFGが北西州で実施している植林事業や職業訓練などの
関係者や州政府高官とともに運動会やバザーが行われました。
　バザーでは研修生が自分で作った服や小物などを披露し、商品
の説明をしてくれました。バザーでは他にスリランカのお菓子な
ども売っていました。町の広場で行われた運動会は、運営を日本
の女学生が中心となり、私もお手伝いしました。その時の私はと
ても心地よい気持ちでした。
　その後、私はスリランカの低開発村の若者のための職業訓練
支援を続けることとなりました。コロナ禍が収束し、落ち着いた
ら、再度国際協力を行いたいと思っています。(日置)

　尾西おやこ劇場は、4歳以上のみんな(0～3歳は親子)が活動しています。
　昨今、人と人の繋がりが希薄と言われている中、仲間と一緒に舞台を見
たり、音楽を聴いたり、遊んだり、話し合ったりすることで、感受性や豊かな
人間関係が育まれ、それが生きる力となります。そんな子どもたちの成長
を長い目で一人一人見守り、暖かい眼差しを向けながらも、親御さん達も
一緒に成長できる場所でありたいと願って活動しているグループです。
　今年は、新型コロナウイルス感染防止の観点から、予定していた行事が中止や延期を余儀なく
されましたが、7月からはしっかりとした感染予防対策をして活動を再開し、少しずつみんなが心
を解放して笑いが戻ったように思います。
　今後は、状況がどのようになるか分かりませんが、
　『ニコリのたね』　日時：2月13日(土)午後6時開演　場所：尾西生涯学習センター　を予定して
います。興味を持たれた方は下記までご連絡ください。お待ちしております。
　家族だけではなかなか体験できないことを仲間と共に作りあえる。それが尾西
おやこ劇場です。(岩下)

【尾西おやこ劇場へのお問い合わせ】
尾西おやこ劇場事務所　一宮市小信中島字下郷西12
℡／FAX　61-5052　月曜～金曜　10:00～15:00

スリランカの村の子どもたち
来訪者を民族舞踊で歓迎(2005年5月に撮影)
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コロナ禍で人の交流も経済も落ち込む
いままでの国際協力の成果とこれから
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生活福祉資金貸付制度のご案内
　支援を受けることにより自立した生活ができると認められる低所得世帯、障害者、
高齢者の属する世帯を対象に、資金貸付の相談を行っています。本貸付制度は資金種
類ごとに要件・条件があります。詳細については、本部 (℡:85-7024) へお問い合わ
せください。
　また、現在、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、休業や失業等により生活
資金でお悩みの世帯に向けた、緊急小口資金等の特例貸付を実施しております。特例貸付の詳細
は、本会ウェブサイトに掲載しておりますので、そちらをご覧ください。
※貸付には審査があります。希望するすべての方にお貸しできる
　ものではありません。

「ユニバーサルリレー」
　 ユニバーサルリレーは、東京パラリンピックか
ら正式種目に採用される競技です。チーム構成は
男女混合 2名ずつと決まっており、4人が 100ⅿ
ずつ走ります。最大の特徴は走者の引き継ぎで、
バトンを渡す代わりに、体に触れて次の選手に繋
ぎます。選手ごとの規定も大切な要素です。視覚
障害がある選手には伴走者がつくため、選手が
レーン上に 3人いる状態で次に渡ります。最終走
者である競技用車いすを使う選手にタッチするた
めの区間は、他より 10ⅿ長くなっています。リ
レーは元来連携がカギになりますが、より正確なつなぎが求められる競技です。
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